
２０１９．５．１２ 
畑 啓之 

 
 
再⽣エネ機器でもシェアを落としつつある⽇本企業、その原因は？ 
 
本⽇の⽇本経済新聞によると、再⽣エネルギー関連機器の⽣産急減の原因は、「⽣産拡⼤を
⾒越して⽣産規模の拡⼤に⾛る欧⽶や中国勢に対し、⽇本勢は設備投資に⼆の⾜を踏み価
格競争⼒が低下した」とある。かつては、シャープが液晶パネルに多額の投資をし、社業を
傾けた悪い記憶が⽇本の経営者に刷り込まれている可能性もあるが、⽇本の経営⽅針は基
本的には「市場の成⻑に合わせて地道に⽣産規模を拡⼤していく」だろう。この経営に関す
る⽇本の考え⽅が国際市場で勝ち抜けない原因となっている可能性は⼤きい。 
 
下では、書籍「技術⼒で勝る⽇本が、なぜ事業で負けるのか」よりその⼀部を抜粋した。こ
の本は 2009 年発⾏であるが、この当時と現在では状況はまだ変わっていないようである。 
 

 



 
 
 
書籍 「技術⼒で勝る⽇本が、なぜ事業で負けるのか」より引⽤ 
 
負ける⽇本の、⼆つの問題意識 
 
⽇本⼈は、なぜ負けたか、なぜ負けているかをしっかり把握しないままに、あっさりと「⽔
に流してしまう」からです。かつて太平洋戦争で⽇本軍は、当初なぜ⾃分たちが勝つたかの
分析もせずに同じように攻め続けました。そして負けに転じた後も、なぜ負けたかについて
原因をしっかり分析せず負け続けました。現在の⽇本の産業、特に製造業はこれと同じ状況
になっているのです。 
 
問題意識その１ ⽇本には技術⼒があるのに、事業で勝てない。なぜか？ 

技術で勝っても、事業で負ける。 
技術で勝って、知財権をとっても、事業で負ける。 
技術で勝って、国際標準をとっても、事業で負ける。なぜか？ 



これが、本書の基本となる第⼀の問題意識です。１万余の特許を持っている⽇本の半導体産
業は、なぜ 320 の特許しか持っていないインテルに勝てないのでしょうか？ 
 
問題意識その２ ⽇本の産業競争⼒は崩壊間近いのではないか？どうすべきか？ 

重要な点は、この⽇本の凋落ぶりと反対に市場規模が急拡⼤していることです。つまり、
市場の拡⼤と軌を⼀にして、⽇本のシェアは急落しているのです。国際市場における⼤量普
及とⅡ本のシェアの正反対の関係……。この裏には、欧⽶企業とＮＩＥＳ／ＢＲＩＣＳとい
った新興⼯業経済地域の企業との巧みな協調関係があります。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



⽬次 
第１章 成⻑か？発展か？―モデル錬磨とモデル創新 
第２章 イノベーションモデルの基本型―⼆つのサイ
クルモデルと⼀つの促進モデル 
第３章 インテル・インサイド、アップル・アウトサ
イド―計算ずくで創られるイノベーション 
第４章 イノベーションモデルのイノベーション―新
しい⼗分条件の登場 
第５章 技術のオープン化が市場を拡⼤する―「内ク
ローズ、外オープン」の衝撃 
第６章 イノベーションイニシアチブと「三位⼀体」
経営―「発明」と「普及」を組み合わせる戦略的シナ
リオ 

第７章 ビジネスモデルと知財マネジメント―事業競争⼒の保持・強化に向けて 
第８章 可変的／発展的イノベーションモデルへ―科学技術⽴国・⽇本に⾄る道 
補章 思考イノベーションのヒント 
 
内容紹介（Amazon） 
技術で勝っても、知財権をとっても、国際標準をとっても、事業で負ける⽇本企業。その構
造を明快に解き明かし、技術⽴国⽇本の⽣き残りをかけた処⽅箋を提⽰。急所技術を⾒極め
た研究開発、抜け⽬のない知財マネジメント、それらを前提とした「市場拡⼤」と「収益確
保と」を両⽴させるビジネスモデル構築という三位⼀体経営による競争戦略とは。 
 


